
総合評価

教育活動や
分掌等

評価項目 具体的方策・評価指標等 成果と課題（評価の分析） 課題の改善策等

教育目標
生徒一人ひとりを大切にすることを基
軸に据えた具体的な教育目標の設定

B

新学習指導要領を意識した教育目標
を掲げ、数年かけて教職員や生徒をは
じめ保護者や地域住民にも共有してい
きたい。

組織・校務分掌
働き方改革を実現するためのより効
率的な組織や校務分掌の構築

B

校務支援システムやSSSが定着し働き
方改革は一定前進した。今年度もスリ
ム化を念頭に置いた校務分掌の見直
しは進められなかった。

自己評価
生徒および保護者へのアンケートをも
とにした自己評価の実施と公表

A
生徒と保護者にアンケートを実施し、職
員会議で分析結果を共有し、HPによ
り公表した。

学校関係者評価委員会
学校関係者評価委員会による評価の
実施と公表

B
自己評価結果を学校関係者評価委員
会に提示し、ＨＰにより公表した。

小グループでの学び合いによる「低
学力」層の引き上げ

B

講義型の授業中心から、グループ学習に

よる学び合い・学力向上の取組を一部再

開することができた。楽習部やタブレット端

末によるドリル演習などを活用した学力定

着を目指した。

「楽習部」による日常的な学習支援
の実施

A

学習面に課題を抱える生徒が自主的
に参加し、教員やボランティアの支援を
受けながら、学習を進める場として定
着している。

新学習指導要領の完全実施に向け
た自己研修と学年による授業研の実
施

B

GIGAスクール構想により、教科の枠にと

らわれずOJTが積極的に行われたことで、

タブレット端末を使った新しい形の学びを

導入することができた。

小グループを中心とした主体的・対話
的な学びのある授業の創造

B

以前取り組んでいた小グループによる学

習が一部再開することができた。学校全体

での取組に拡大するとともに、ICTを活用

した指導方法の工夫・改善を考える必要

がある。

学習意欲の向上
問題解決的な学習による探求的な学
びの創造

B

生徒が疑問を抱き、夢中になって取り
組める課題づくりなど教員の指導力を
向上させ、探究的な学びの実現に向け
た取組を進めていきたい。

規範意識の醸成
学校・社会のルールやマナーを守る生
徒の育成

A

およそ9割の生徒が学校・社会のルールや

マナーを守り、規律正しく生活できていると

回答している。守れていない生徒にはてい

ねいな指導を行った。

いじめ・不登校対策
いじめの未然防止と不登校対策のた
めの組織的な取組の推進

B

教育相談を始め日常からいじめの早期発

見に努め、およそ8割の生徒が安心して過

ごせると回答している。タブレット端末を活

用した出席停止生徒や長期欠席者に対す

る学力保障の取組を進められた。

オープンスクールなどの機会を通した
地域に開かれた学校づくりの推進

B

体育大会、オープンスクール、校内音楽会

を開催し、Live配信も行った。コロナ禍で

得た知見を生かし、学校行事の充実に向

けて、一定取組を進められた。

クラスのなかまと認め合い、支え合
い、高め合える学校行事の実施

B

修学旅行や校外学習、音楽会などの学校

行事等を実施し、限られた時間の中で工

夫し効果的に練習した。どの生徒も積極

的に練習し本番に取り組み、クラスのつな

がりを深めることができた。

生徒会活動・委員会活
動の活性化

生徒の自主性を伸ばす生徒会活動や
委員会活動の活性化

A

生徒会が企画立案した行事など主体
的に生徒会活動や委員会活動に取り
組み、自治力を身につけた。今後も、自
己有用感を高める方策として行って行
きたい。

キャリア教育
3年間を見通した系統的なキャリア教
育の実践

B

１年生では２年生の職場体験に向けて学

習に取り組んだ。２年生では職場体験が

実施できなかったものの、ライフプランニン

グの学習の中で職業について学習する機

会を設けた。

部活動
仲間と共に活動し、充実感や達成感
を味わえる部活動の実施

B

週２日以上の休養日を設けるなど生徒
の健康に留意しながら、効果的な指導
を行うことで十分な成果を挙げること
ができた。

◇部活動の方針を遵守しながら、健
やかな心と身体を育んでいきたい。

学校情報の発信
学校情報・学校だより・学年便り・行
事計画等のホームページへの掲載

A

ホームページを随時更新し情報発信
のツールとして定着させた。保護者へ
の案内はホームページ掲載やミマモル
メを活用した。

家庭・地域との連携
コミュニティスクールの始動と活動内
容の充実

C

学校運営協議会は４回の会議を行い、学

校の現状について説明し、理解を得た。コ

ミュニティ協議会は、一部の活動はできた

ものの全体会は開催できなかった。
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開かれた
学校づくり

指導方法の工夫・改善
B

(2)自分を大切にすると共に、まわりの人を大切にする心を育てる

教　育　目　標 感性豊かな心としなやかな身体を育む

学校行事の充実

(1)生命と人権を尊重し、人間性豊かな心を育てる

運　営　方　針

◇Web方式での保護者アンケートで
６割程度の回答率を得ることができ
た。記述式での回答部分には前向き
な意見や改善を期待する意見が多数
出されており、それを意識した学校づ
くりを進めたい。

A

基礎学力の定着 ◇コロナ禍で得た知見を活かし、新
学習指導要領で求められている主体
的・対話的で深い学びのある授業の
実現に向けて、改めて確認し合う機会
を設け、今後の授業づくりの方向性に
ついて模索していきたい。

◇生徒へのタブレット端末導入による
教育のICT化に順応するため、教職
員同士の学び合いを一層進め、職員
室での授業づくりについての会話をよ
り活性化させ、すべての生徒にとって
確かな学びのある授業の創造をめざ
していきたい。

◇どの教室も落ち着いた
雰囲気で授業が進められ
ていてよかった。

◇不登校生徒への学習支
援として、自宅等の学校以
外の場所でタブレットを活
用したオンライン学習が進
められたことを市内の他校
にも広めていただきたい。

◇グループでコミュ　ニ
ケーションをとりながら学
習を進めることは本当に大
切である。若い頃からコ
ミュニケーション能力を身
につけ、自分で問題解決で
きる力を身につけさせてほ
しい。
　
◇中学校3年間での生徒
たちの成長には驚くことが
多い。ひとえに先生方の
日々の取組の成果だと思
う。

◇学習評価について、保護
者の関心が高い。香芝東
中学校の生徒が全体的に
よくできることで、良い成績
が取りにくいと思われてい
るかもしれないので、絶対
評価であることを丁寧に説
明する必要があると思われ
る。

生徒一人ひとりを大切にし、何事にもチームで取り組む
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B

前年度の成果と課題

学習指導

評価

(6)地域や社会のことを知り、より良い社会を目指す心を育てる

本　年　度　の　重　点　目　標

◇新学習指導要領を意識した教育目標を具体化

する方策を明らかにする必要がある。

◇コロナ禍でも生徒たちは落ち着いて学校生活を

送っている。不登校生徒の実態がより複雑・深刻化

し、見えにくくなっており、継続的かつ組織的に取り

組む必要がある。

◇コロナ禍で学校行事の多くに制限がかかり、体

育大会においても限られた時間の中で効果的な練

習を行い、無事に開催できた。これまでの慣習にと

らわれず、学校教育目標の達成にむけて工夫して

取り組んでいく必要がある。

◇コミュニティスクールとしてスタートしたものの、コ

ロナ禍で活動が停滞している。今後、コミュニティ協

議会と連携し、熟議を行い実効性のある活動にし

ていく必要がある。

(5)体力の向上に努め、心身の健全な育成を図る

学校関係者評価

B

◇学校運営協議会で立案した方針や
方向性を、コミュニティ協議会で熟議
を行うことで実効性を持たせて、１つ１
つ着実に実現させていきたい。

学校運営 B

◇新学習指導要領の理念を理解し、
教育目標を各教科・領域においてさら
に具体化する方策を検討したい。

◇教職員が子どもと向き合う時間を
十分に保障するため、SSSや校務支
援システムをうまく活用しながら働き
方改革をさらに進めていきたい。

学校評価

◇登校の見守り中や学校
に訪問した際など、運動部
の生徒を中心に自分から
挨拶してくれる中学生が多
くなってきている。指導の成
果の表れだと思う。

◇いじめの実態について、
重大なものがないことには
安心した。ただ心のケアの
面で、カウンセラーの増員
が必要ではないのか。

◇学校がコミュニティに協
力してもらいたいことを提
案すれば、地域は協力でき
ると思う。先生方の負担を
減らすことにつながるので
はないか。

◇コミュニティスクールとし
て、これまで以上に学校と
PTAやコミュニティ委員が
協力し合い、地域に根ざし
た学校にしてきたい。

(3)確かな学力の定着を図り、「生きる力」の育成に努める

(4)善悪の判断力と道徳心を高め、正しいことを実践する行動力を育てる

特別活動 B

生徒指導 B

◇不登校の要因は様々であるが、本校の重要

な教育課題であると捉え、一人ひとりに丁寧に

関わり続けていきたい。タブレット端末を活用し

て学校とつながる機会を持たせる取組をさらに

拡げていきたい。

◇生徒一人ひとりに教室が「自分の居場所で

ある」と実感させたい。また教室が「学びが保

障された安心空間である」ような授業づくりを

目指したい。この取組を進めることで不登校生

徒を少しでも減らしていきたい。

◇コロナ後の新しい教育活動の在り
方を考え、これまでの慣例にしばられ
ることなく、学校教育目標の達成の手
段となりうる行事を可能な限り実施し
ていく。


